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金 華 山 の サ ル ・ メ ス の 連 続 出 産 の 頻 度

宮 城 の サ ル 調 査 会 伊 沢 紘 生

1. は じ め に

ニ ホ ン ザ ル ・ メ ス の 連 続 出 産 は 栄 養 状 態 に 左 右 さ れ る と 考 え ら れ 、 餌 づ

け 群 や 農 作 物 へ の 依 存 度 の 高 い 野 生 群 で は そ れ ほ ど 珍 し く な い が 、 純 野 生

群 で は ど の 程 度 な の か。1982 年 以 来 継 続 し て い る 金 華 山 で の 共 同 調 査 の

結 果 を 以 下 に 整 理 す る 。

こ こ で い う 連 続 出 産 と は 、 前 年 に 生 ま れ た ア カ ン ボ ウ が 生 存 し て い る 状

態 で 春 に メ ス が 出 産 し た 場 合 に 限 定 す る 。 す な わ ち 、 前 年 に ア カ ン ボ ウ を

出 産 し て も 、 ア カ ン ボ ウ が そ の 年 の 離 乳 前 や 交 尾 期 、 冬 期 の い ず れ か の 時

期 に 死 亡 し た あ と 春 に メ ス が 再 び 出 産 し て も 、 こ の ケ ー ス は 本 稿 で は 連 続

出 産 と し て は 扱 わ な い 。 一 般 に 野 生 群 で は 出 産 後 ア カ ン ボ ウ が 早 く 死 ね ば

（ 離 乳 前 死 亡 ） 秋 に 発 情 し て 翌 春 出 産 す る 可 能 性 が あ る し 、 遅 く 死 ね ば （ 交

尾 期 死 亡 や 冬 期 死 亡 ） ま ず 出 産 し な い 。 そ し て 、 毎 春 実 施 さ れ る 金 華 山 の

サ ル の 出 産 状 況 に 関 す る 継 続 調 査 の 際 、 個 体 識 別 さ れ た メ ス に つ い て 、 出

産 の 確 認 は 容 易 で あ り 、 そ の 時 点 で 前 年 の ア カ ン ボ ウ の 生 存 の 確 認 も 容 易

だ が 、 生 存 し て い な い 場 合 、 い つ 死 ん だ か調 査 に 空 白 期 間 が あ っ て 時 期 を

特 定 で き な い ケ ー ス が あ る か ら で あ る 。

2. 使 用 す る デ ー タ

金 華 山 に は 現 在6 群 が 生 息 し て い る が 、1982 年 に 継 続 調 査 を 開 始 し て

以 来 、 群 れ の ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ ン （ 人 づ け ） と 個 体 識 別 が 完 了 し た 年 は 群 れ

ご と に 異 な る 。6 群 の う ちA 群 が 最 も 早 く1984 年 、 次 い でB1 群 が1985

年 、B 2 群 とC2 群 が2001 年 で あ る 。 残 り2 群 （C1 群 、D 群 ） は ま だ 完 了

し て い な い 。 し た が っ て 、 本 稿 で 使 用 す る の はA 群 、B1 群 、B 2 群 、C2

群 の 上 記 し た そ れ ぞ れ の 年 以 降2009 年 ま で の デ ー タ で あ る 。

そ の う ちA 群 とB 国 は 、 こ れ ま で 何 人 も の 調 査 員 が 個 体 識 別 を 確 実 に

引 き 継 い で 詳 細 な 家 系 図 を 作 成 し て き た 。 こ こ で は 両 群 の 家 系 図 を も と に 、
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A 群 は 辻 大 和 氏 （ 京 都 大 学 盤 長 類 研 究 所 ・ 助 教 ） 、B ） 群 は 風 張 喜 子 氏 （ 北

海 道 大 学 北 方 生 物 圏 フ ィ ー ル ド 科 学 セ ン タ ー ・ 研 究 員 ） に 厖 大 な デー タ の

整 理 を お 願 い し た 。 ま たC2 群 は 川 添 達 朗 氏 （ 京 都 大 学 大 学 院 理 学 研 究

科 ・ 博 士 課 程 ） に お 願 い し た 。

3. 連 続 出 産 の 頻 度

A 群 に つ い て は 出 産 例 数133 例 の う ち 連 続 出 産 は2 例 、B1 群 は72 例

中1 例 、B 2 群 は21 例 中 〇 例 、C2 群 は20 例 中1 例 だ っ た 。 以 上 を 合 計

す る と246 例 中4 例 と な り 、 全 体 の わ ず か 1. 6 パ ー セ ン ト に 過 ぎ ず 、 金 華

山 で は こ こ で 定 義 し た 意 味 で の 連 続 出 産 は き わ め て ま れ に し か 起 こ ら な

い こ と が わ か る 。 な お 、 連 続 出 産 を 問 題 に し て い る た め 、 出 産 例 数 の カ ウ

ン ト の 際 に 初 産 な い し そ の 可 能性 の あ る も の は 除 外 し た 。

ま た 、 上 記4 群 で 、3 年 連 続 で の 出 産 と い う ケ ー ス は 一 度 も な い 。 双 子

の 出 産 は 残 り2 群 を 含 め て も 皆 無 で あ る 。

4. 初 産年齢

メ ス の 初 産 年 齢 に つ い て は 、 生 ま れ た 年 が 明 確 で 個 体 識 別 さ れ て い る 上

記4 群 の メ ス41 頭 に つ い て 、5 歳 が1 頭 、6 歳 が4 頭 、7 歳 が10 頭 、8

歳 が10 頭 、9 歳 が8 頭 、10 歳 が6 頭 、11 歳 が0 頭 、12 歳 が2 頭 だ っ た 。

し た が っ て 初 産 年 齢 の 平均 は8.2 歳 に な る 。
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金 華 山 の サ ル ・ 群 れ オ ス に よ る 幼 個 体 攻 撃

帝 京 科 学 大 学 ア ニ マ ル サ イ エ ン ス 学 科 伊左 治 美 奈

1. は じ め に

金 華 山 の サ ル で 、 毎 年 交 尾 期 お よ び そ の 前 後 に 、 オ ス の 攻 撃 に よ る と 思

わ れ る 大 怪 我 を 負 っ た ア カ ン ボ ウ や 若 年 の コ ド モ (1~2 歳 ） が 多 数観 察 さ

れ て き た し 、 そ の 怪 我 が も と で 死 亡 す る 個 体 も 少 な く な い が （ 伊 沢 ，1990,

1992, 2004) 、 ど の よ う な 状 況 下 で の オ ス の 攻 撃 に よ る の か 、 こ れ ま で 直

接 観 察 は ほ と ん ど な か っ た 。 筆 者 は 昨年(2008 年）10 月 の 交 尾 期 に 、 群 れ

オ ス の ア カ ン ボ ウ ヘ の 攻 撃 を6 例B1 群 で観 察 し 報 告 し た （ 伊左 治 ，2008) 。

以 後 も 筆 者 はB1 群 の 調 査 を 継 続 し て い る が 、 本 稿 で は 以 下 の 調 査 期 間

中 に 観 察 さ れ た 群 れ オ ス の ア カ ン ボ ウ(10 頭 ， 今 年4 月 以 降 は1 歳 の コ ド

モ ． 表1 参 照 ） へ の 攻 撃 に つ い て 報 告 す る 。 調 査 期 間 は2008 年11 月22

日 ～12 月30 日 、2009 年3 月14 日 ～3 月22 日 、4 月22 日 ～5 月11 日 、6

月7 日 ～6 月28 日 で あ る 。

表 1. BI 群 の 構 成(2009 年6 月 時 点 ）

性 ・ 年 齢 頭 数 備 考

オ ト ナ ・ オ ス 2 「 タ リ バ ン 」 ： 出 身群 不 明 ． 推 定14 歳 ．

2006 年 群 れ に 加 入 ．

「 ベ ル 」 :A群 出 身 ．13 歳 ．

2008 年 群 れ に 加 入 ．

ワ カ モ ノ ・ オ ス 1 5 歳 ． 群 れ 生 ま れ ．

オ ト ナ ・ メ ス 13

ワ カ モ ノ ・ メ ス 1 5 歳 ．

コ ド モ 4 歳 2 オ ス1 頭 ・ メ ス1 頭

3 歳 5 オ ス3 頭 ・ メ ス2 頭

1 歳 10 オ ス6 頭 ・ メ ス4 頭 ： 本 調 査 の 対 象 個 体

ア カ ン ボ ウ(0 歳 ） 2 オ ス1 頭 ・ メ ス1 頭
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2. B 1 群 の 状 況

今 年(2009 年 ）6 月 時 点 で のB1 群 の 構 成 を 表1 に 示 し た 。 群 れ オ ス は 「 タ

リ バ ン 」(a - male) と 、 昨 年11 月 に 新 た に 群 れ に 加 入 し た 「 ベ ル 」(B

- male) の2 頭 で 、 ほ か に 追 随 オ ス が オ ト ナ オ ス3 頭 、 ワ カ モ ノ オ ス4 頭

し ヽ た 。

冬 期 間 中 に 死 亡 し た ア カ ン ボ ウ は お ら ず 、 交 尾 期 に 群 れ オ ス か ら 攻 撃 を

う け た ア カ ン ボ ウ （ 伊左 治 ，2008) の 傷 痕 は 春 に は ほ と ん ど わ か ら な く な っ

て い た 。 ま た 、 昨 秋 の 比 較 的 静 か な 交 尾 期 を 反 映 し て 今 春 の ア カ ン ボ ウ の

出 生 数 は わ ず か2 頭 だ っ た 。

3. 11 月 以 降 の 交 尾 期 に お け る 群 れ オ ス の 攻 撃

ア カ ン ボ ウ は 昨年10 月 に は 性 交 渉 中 （ マ ウ ン テ ィ ン グ ・ シ リ ー ズ 中 ） の

「 タ リ バ ン 」 の 近 く に い る こ と が 多 く 、 「 タ リ バ ン 」 か ら ア カ ン ボ ウ ヘ の 執拗

な 攻 撃 が 観 察 さ れ た （ 伊左 治 ，2008 の 事例3,4,5) 。 し か し 、11 月 に は 群

れ の 移 動 中 は 「 タ リ バ ン 」 の 近 く に い る こ と が 多 か っ た が 、 「 タ リ バ ン 」 の 性

交 渉 中 に は 近 く に い る こ と が 少 な く 、11 月 にB1 群 に 加 入 し た 「 ベル 」 の 近

く に い る こ と が 多 く 見 ら れ る よ う に な っ た 。 そ の よ う な 状 況 の 中 で 、 ア カ

ン ボ ウ ヘ の 「ベル 」 の 攻 撃 と 、 性 交 渉 中 で は な い 時 の 「 タ リ バ ン 」 の 攻 撃 が 観

察 さ れ た 。 事 例 を 以 下 に 示 す 。

く 事 例1 > 2008 年12 月3 日

07:27 、 群 れ は ホ テ ル の 沢 の 北 側 で 採 食 し て い た （ 地 図 のA) 。 採 食 中 の 「 ベ

ル 」 に 「 テ ン ト ウ 」 （ 「 ツ ユ 」 の ア カ ン ボ ウ ） が 近 づ い て き た 。 「 ベル 」 は 「 テ ン ト

ウ 」 に 向 か っ て 口 を 大 き く あ け て 威 嚇 し 、 「 テ ン ト ウ 」 は そ の 場 を 一 度 離れ

た が 、 ま た 「 ベ ル 」 に 近 づ い て 行 っ た 。 「 ベ ル 」 は 同 じ よ う に 威 嚇 し 、 「 テ ン

ト ウ 」 は 「 ベ ル 」 か ら 離 れ る が 、 再 び 「 ベル 」 に 近 づ い た 。 そ の 時 「 ベ ル j は 「 テ

ン ト ウ 」 を 片 手 で 強 く 押 さ え つ け 、 す ぐ に 「 テ ン ト ウ 」 を 放 し た 。 「 テ ン ト ウ 」

は 声 を 出 さ ず に 一 目 散 に 走 り 去 っ た 。

く 事例2> 2008 年12 月25 日

12:57 、 群 れ は 山 頂 の す ぐ 下 で 採 食 し て い た （ 地 図 のB) 。 「 タ リ バ ン 」 は 座

っ て 草 本 類 を 採 食 し 、 周 り で は ア カ ン ボ ウ3 頭 が じ ゃ れ あ っ て い た 。
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12:58 、 「 タ リ バ ン 」 が ア カ ン ボ ウ た ち に 向 か っ て 口 を あ け て 威 嚇 し つ つ 、

う ちl 頭 を 片 手 で 押 さ え つ け て 転 が し た 。 ア カ ン ボ ウ は 悲 鳴 を あ げ て 逃 げ 、

2 メ ー ト ル ほ ど 「 タ リ バ ン 」 か ら 離 れ た 。 そ の 後 「 タ リ バ ン 」 は 採 食 を 再 開 し 、

ア カ ン ボ ウ た ち は そ の 場 で 再 び じ ゃ れ あ い 始 め た 。
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4. 非 交 尾 期 に お け る 群 れ オ ス の 攻 撃

く 事 例3 > 2009 年4 月28 日

01:09:25 、 群 れ は 採 食 し な が ら 移 動 し て い た （ 地 図 のC) 。 「 タ リ バ ン 」 は 立

ち 止 ま り 周 り を 見 渡 し て い た 。

01:09:47 、 「 タ リ バ ン 」 の 真 横 を 通 り 過 ぎ よ う と し た1 歳 を 手 で は ら い 、1

歳 は 駆 け 足 で そ の 場 を 去 っ た 。

01:09:49 、 「 タ リ バ ン 」 は1 歳 が 去 っ た の と は 逆 方 向 へ 歩 き 出 し た 。

く 事例4> 2009 年4 月28 日
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10:05:00 、 群 れ は 四 方 見 の 尾 根 で 採 食 し て い た （ 地 図 のD) 。 「 タ リ バ ン 」

は 寝 転 ん で 休 息 し て い て 、 そ の2 メ ー ト ル 以 内 で1 歳 が6 頭 じ ゃ れ あ っ て

い た 。

10:05:51 、 う ち1 頭 が 休 息 中 の 「 タ リ バ ン 」 の 背 中 の 毛 を 引 っ 張 っ た 。

10:06:54 、 「 タ リ バ ン 」 は 起 き 上 が っ て 、1 歳 に 飛 び か か ろ う と す る と 、1

歳 は2 メ ー ト ル ほ ど 逃 げ 「 タ リ バ ン 」 の 様 子 を 伺 っ て い た 。 「 タ リ バ ン 」 は そ

の 場 に 座 り 、 「 タ リ バ ン 」 の 方 へ 歩 い て き た 「 タ マ 」(4 歳 の メ ス ） と グ ル ー ミ

ン グ を 始 め た 。1 歳 は 再 び 「 タ リ バ ン 」 の 傍 で 他 の1 歳 と じ ゃ れ 始 め た 。

く 事 例5 > 2009 年6 月9 日

08:47:00 、 群 れ は 民 宿 の 裏 手 を 採 食 移 動 し て い た （ 地 図 のE) 。 「 タ リ バ ン 」

は 草 本 類 を 採 食 中 で 、 そ の3 メ ー ト ル 以 内 に1 歳 が4 頭 い て 採 食 し て い た 。

08:47:51 、 う ち1 頭 が 「 タ リ バ ン 」 の 後 ろ を 通 り 過 ぎ る 時 、 「 タ リ バ ン 」 が 振

り 向 い て 手 で た た く よ う な ひ っ か く よ う な 行 動 を と り 、1 歳 は あ わ て て 走

っ て 逃 げ た 。 「 タ リ バ ン 」 は 再 び そ の 場 で 採 食 を 始 め た 。

5. ま と め

交 尾 期 の10 月 に は ア カ ン ボ ウ は 「 タ リ バ ン 」 の 周 辺 に い る こ と が 多 か っ

た が 、11 月 ～12 月 に は あ ま り 「 タ リ バ ン 」 の 側 に は お ら ず 、 採 食 に 費 や す

時 間 が 増 え た り 、 新 た に 群 れ に 加 入 し た 「 ベ ル 」 の 側 で 遊 ぶ こ と が 増 え た り

と 、10 月 と 同 様 に メ ス た ち と 性 交 渉 を 繰 り 返 し て い た 「 タ リ バ ン 」 と 近接

す る こ と が 減 っ た 。 そ の た め ア カ ン ボ ウ が 性 交 渉 中 の 「 タ リ バ ン 」 か ら 攻 撃

さ れ る こ と は 一 度 も 観 察 さ れ な か っ た 。 し か し 、 「 ベル 」 に 近 づ く よ う に な

る こ と で 、 「 ベ ル 」 か ら ア カ ン ボ ウ ヘ の 攻 撃 が 見 ら れ る よ う に な っ た 。

交 尾 期 の 群 れ オ ス （ 「 タ リ バ ン 」 ） か ら ア カ ン ボ ウ に 対 す る 攻 撃 は 、 マ ウ ン

テ ィ ン グ ・ シ リ ー ズ の 間 に さ れ る こ と が 多 か っ た が 、 非 交 尾 期 で は 移 動 や

採 食 、 休 息 中 の 、 な に か 邪 魔 を さ れ た よ う な 時 に 「 タ リ バ ン 」 が 攻 撃 を す る

こ と が 多 く 観 察 さ れ た 。

ま た 、 交 尾 期 に は ア カ ン ボ ウ に 噛 み つ く 攻 撃 を し て 怪 我 を 負 わ せ る こ と

が 見 ら れ た が 、 非 交 尾 期 に は 手 で 追 い 払 っ た り 押 さ え つ け た り と い っ た 攻

撃 で 、 噛 み つ く 攻 撃 は 一 度 も な か っ た し 、 怪 我 を 負 わ せ る こ と も な か っ た 。
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付 記 ： 交 尾 期 間 中 に 群 れ 外 オ ス7 頭 を 観 察 し た が 、 群 れ 外 オ ス か ら ア カ ン

ボ ウ ヘ の 攻 撃 は 一 度 も 見 ら れ な か っ た 。
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野 生 ニ ホ ン ザ ル ，

仙 台 ・ 川 崎 ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン の 群 れ の 数 と 遊 動 域

ー2008 年 度 冬 期 調 査 結 果 一

宮 城 野 生 動 物 保 護 管 理 セ ン タ ー 宇 野 壮 春

1. は じ め に

本 稿 で 取 り ま と め た の は 、 宮 城 県 内 に 生 息 す る 野 生 ニ ホ ン ザ ル の 八 つ の

ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン （加 美 、 大 崎 、 仙 台 ・ 川 崎 、 七 ヶ 宿 、 白 石 、 丸 森 西 部 、 丸

森 東 部 、 金 華 山 ） の う ち 、 最 も 古 く か ら 生 態 調 査 が 実 施 さ れ て き た 仙 台 ・

川 崎 ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン の 群 れ の 数 と 遊 動 域 に つ い て で あ る 。

宮 城 県 に お け る サ ル の 生 息 状 況 に つ い て は 、 古 い 文 献 で は 長 谷 部(1923) 、

岸 田(1953) な ど が あ る が 、 実 際 に 本 格 的 な 生 態 調 査 が 始 め ら れ た の は1982

年 か ら で （ 伊 沢 ほ か ，1987; 遠 藤 ，1989) 、 以 後 は 宮城 の サ ル調 査 会 が 中 心

と な っ て 調 査 が 実 施 さ れ て き た 。 そ の う ち 仙 台 市 西 部 地 域 に つ い て は 、

1997 年 ～1998 年 に 農 作物 被 害 が 増 加 し た 事 を 受 け て 仙 台 市 が 「 仙 台 市 西

部 地 域 ニ ホ ン ザ ル 生 態調 査 」 （ 宮 城 の サ ル調 査 会 ，1999) を 、2002 年 ～2003

年 に は 「 平成13 年度 仙 台 市 西 部 地 域 ニ ホ ン ザル農 作 物 被 害 対 策 調 査 」 （ 野

生 動 物 保 護 管 理 事務 所 ，2002, 2003) を 実 施 し て い る 。 宮 城 県 で は2005 年

3 月 に 人 と サ ル の 良 好 な 関 係 を 再 構 築 す る た め に 、 「 宮 城 県 ニ ホ ン ザル保

護 管 理 計 画 」 を 、2 年 後 の2007 年3 月 に 「 第 二 期 宮 城 県 ニ ホ ン ザル保護 管

理 計 画 」 を 策 定 し た 。 こ の よ う な 宮 城 県 の 動 き に あ わ せ 、 仙 台 市 で は2005

年 に 実 施 計 画 を 作成 し 、 そ れ に 則 っ た 生 態 調 査 と 保 護 管 理 が 現 在 ま で 継 続

さ れ て い る 。

以 下 に 昨 年度(2008 年 度 ） の 冬 期 調 査 結 果 （ 宮 城 野 生 動 物 保 護 管 理 セ ン タ

ー ，2009a, 2009b) を も と に 、 近年 の 仙 台 ・ 川 崎 ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン の 群れや

遊 動 域 の 変 動 に つ い て ま と め る 。

2. 過 去 の 群 れ の 数

本 格 的 な 生 態 調 査 が 実施 さ れ た1982 年 前 後 、 伊 沢 ほ か(1987) の 調 査 で
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は 面 白 山 ・ 大 東 岳 山 系 （ 現 在 の 仙 台 市 ） に6 群 、 笹 谷 峠 お よ ぴ 峨 ヶ 温 泉 （ 現

在 の 川 崎 町 ） 付 近 に も 不 確 か で あ る が 群 れ の 生 息 が 報 告 さ れ て い る 。 し か

し 、 後 の 調 査 で 仙 台 市 の 関 山 峠 か ら 熊 沢 林 道 一 帯 に か け て 生 息 す る サ ル を

2 群 と カ ウ ン ト し て い た こ と が わ か り 、 そ れ に よ っ て 仙 台 市 側 に 実 際 に は

5 群 が 生 息 し て い た こ と が 明 ら か に な っ た （ 宮城 の サ ル 調 査 会 ，1999) 。 宮

城 の サ ル 調 査 会(1999) で は こ れ ら の5 群 を 「 関 山 峠 の 群 れ 」 、 「 定 義 の 群 れ 」 、

「 奥 新 川 の 群 れ 」 、 「 高 倉 山 の 群 れ 」 、 「 二 口 の 群 れ 」 と 命 名 し て い る 。 さ ら に

同 報 告 書 で は 、1997 年 の 調 査 時 に 「 奥 新川 の 群 れ 」 と 「 高 倉 山 の 群 れ 」 が そ

れ ぞ れ 分 裂 し て い る こ と が 判 明 し た こ と で 、 前 者 を 「 奥 新川A 群 」 と 「 奥 新

川B 群 」 、 後 者 を 「 秋 保 大 滝 の 群 れ 」 と 「 高 倉 山 の 群 れ 」 と 命 名 し た 。 し た が

っ て 、 こ の 当 時 、 仙 台 市 に は7 群 が 生 息 し て い た わ け で あ る 。

一 方 、 仙 台 市 の 南 側 に 隣接す る 川 崎 町 で は2002 年 度 に 宮 城 県 が 実 施 し

た 調 査 で 「 笹谷 峠 の 群 れ 」 と 「 太 郎 川 の 群れ 」 の2 群 が 確 認 さ れ て い る （ 宮城

の サ ル調 査 会 ，2003) 。 こ の2 群 に つ い て は 、1982 年 に 生 息 が 確認 さ れ て

い た 群 れ が 二 つ に 分 裂 し た も の と 推 定 さ れ る が （ 伊 沢 紘 生 ， 私信 ） 、 分 裂 時

期 が い つ な の か は 明 ら か で な い 。

そ こ で 、 分 裂 が1997 年 以 降 と す れ ば 、 川 崎 町側 に は1997 年 に は1 群 生

息 し て い た こ と に な り 、 仙 台 ・ 川 崎 ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン に は 計8 群 が 生 息 し

て い た こ と に な る 。

3. 10 年 後 の 群 れ の数

そ の 当 時(1997 年 ～1998 年 ） か ら 約10 年 後 の2009 年3 月 、 群れ の 数 は

計13 群 に 増 加 し た 。 ま た 、 県 北 部 、 大 崎 ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン の 「 嗚 瀬 右岸 群 」

は2002 年 に 「 奥 新川A 群 」 が 分 裂 し 高 飛 び し て 誕 生 し た の で （ 伊 沢 ほ か ，

2003; 伊 沢 ，2003) 、 こ の 群 れ を 加 え る と14 群 に な る 。 分 裂 の 様 子 を 図1

に 示 し た 。

ま ず 、10 年 間 で 一 度 も 分 裂 を し て い な い 群 れ は 、 仙 台 市 側 か ら 「 定 義 の

群 れ 」 、 「 関 山 峠 の 群 れ 」 、 「 二 口 の 群 れ 」 、 「 高 倉 山 の 群 れ 」 、 川 崎 町 で は 「 太

郎 川 の 群 れ 」 、 「 笹 谷 峠 の 群 れ 」 の 計6 群 で あ る 。 二 つ に 分 裂 し た の は 「 奥 新

川B 群 」 （ 「 奥 新 川B 1 群 」 と 「 奥 新川B2 群 」 ） と 「 秋 保 大 滝 の 群 れ 」 （ 「 秋 保 大
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滝A 群 」 と 「 秋 保 大 滝B 群 」 ） の2 群 、 四 つ に 分 裂 し た の が 「 奥 新 川A 群 」 で

「 鳴 瀬 右 岸 群 」 、 「 奥 新 川Al 群 」 、 「 奥 新 川A2 群 」 、 「 福 岡 の 群 れ 」 と3 度 の

分 裂 を 繰 り 返 し た 。

こ れ ら の 分 裂 に つ い て は 、 以 下 の よ う な 特 徴 が 指 摘 で き る 。 す な わ ち 、

奥 山 に 生 息 し て い る 群 れ の ほ と ん ど が 分 裂 し な い10 年 を 歩 ん だ と い う こ

と と 、 里 山 か ら 里 に か け て 生 息 す る 群 れ の 多 く が 分 裂 し た と い う こ と 、 と

く に 市 街 地 ま で 進 出 し た 「 奥 新 川A 群 」 は 分 裂 を3 度 繰 り 返 し た と い う こ

と で あ る 。 も ち ろ ん 、 こ れ ら の 分 裂 要 因 に は 頭 数 が 著 し く 増 加 し た こ と の

ほ か に 、2005 年 以 降 の 銃 器 に よ る 追 い 上 げ や 追 い 払 い や 駆 除 が 関 係 し て

い る と 考 え ら れ る 。 各 群 れ の 頭 数 の 増 減 に つ い て は 稿 を 改 め て ま と め る 。` 1997年
「 定 贔 のnれ 』

r /lll 山 峠 の 群 れ J

「 二 ロ のnれ J

rぷ 倉 山 の 群 れ J

「 太 郎 川 の 群 れ J

「 笛 谷 峠 の ＂ れ J

2002 2004 2005 2006 2008年 （現 在 ）

゜ 分 裂せ ず

r 定 元 の I'/ れ J

「Illlu峠 の 群 れ J

r 二 口 の 詳 れ J

「 嵩 倉 山 のnれ J

r 太 郎 川 の ＂ れ J

r 佗 谷 峠 の 群 れ 』

r 臭 飢IIB" J こ 奥 新川Ill群 』 ::—• 「 奥 昴IIBl群 J

澳 新 川02群 J -- --- · 「 奥 新 川B2罪 J

『 秋 保 火 滝 のmれ J ［二 頃保 大 滝 心J .-------------_ . r秋 保這A群 J

f 秋 保 大 渇n" J .--- --—• ----- -·----—·---------0-—------· 「 秋 保 大 遁B群 J

「 奥 扉ll /I 詐 J

3

下“J ;t 群 J ·- ----- - --- ---- ----- --- ---- - ---------------- - ----- • I弓 順郡渭 J

「 奥 新 川 叩 ―――丁□ 「 奥 新JIIA2群 J ·------- --------- - --- - • 「 奥釦IIA21'1 J

l和l!Al l'/ J — 一ー し—r：こ群^l:J

図 1. 仙 台 ・ 川 崎 ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン の 群 れ の 分 裂(1997 年 ～2008 年 ）
注1) 「 奥 新 川A群 」 が2002 年 に 分 裂 し た 「 鳴 瀬 右 岸 群 」 は 大 崎 ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン で あ る ．

注2) 群 れ の 名 前 が 記 載 さ れ て い る 年 が 分 裂 し た 年 で あ る ．

4. 群 れ の 遊 動 域

図2 に は 仙 台 ・ 川 崎 ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン に お け る2008 年 度 の 冬 期 の 遊 動 域

を 示 し た （ 推 定 を 含 む ） 。 ま た 、10 年 間 の 比 較 と い う 意 味 で 図3 に 宮 城 の
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図2. 仙 台 ・ 川 崎 ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン の 群 れ ご と の 冬 期 遊 動 域(2008 年 度 ）

注 ） 実 線 と ● 点 線 で 囲 ん だ の は 群 れ の 遊 動 域 ，■ 点 線 は 推 定 を 示 す ．

サ ル 調 査 会(1999) を 一 部 改 変 し た も の を 合 わ せ 載 せ た 。 こ れ ら 二 つ の 図 を

比 較 す る と 、 過 去 に は 群 れ ご と 遊 動 域 が そ れ ほ ど 重 複 し て い な か っ た が 、

現 在 は 大 幅 に 重 複 し 遊 動 域 間 に 隙 間 が な い ほ ど 混 み 合 っ て い る こ と が わ

か る 。 ま た 遊 動 域 も 、 東 側 、 つ ま り 農 耕 地 や 市 街 地 が 広 が る 各 水 系 の 下 流
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図3 ． 仙 台 • 川 崎 ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン の 冬 期 推 定 遊動 域(1997~1998 年 度 ）

注l) 図 は 宮 城 の サ ル 調 査 会(1999) を 一 部 改 変 し た も の ．

注2) 実 線 で 囲 ん だ の が 群 れ の 遊 動 域 （ 推 定 を 含 む ） ， 点 線 で 囲 ん だ の が 群 れ の 生 息 情

報 が あ っ た 地 域 を 示 す ．

方 向 に 拡 張 し て い る こ と が わ か る 。
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ニ ホ ン ザ ル ・ メ ス の ハ ナ レ ザ ル に つ い て

宮 城 の サ ル 調 査 会 伊 沢 紘 生

1. 群 れ か ら 離 れ て 行 動 す る メ ス

こ れ ま で 、 餌 づ け 群 や 、 餌 づ け を 中 止 し た 群 れ （ 以 下 、 餌 づ け 放 棄 群 と

呼 ぶ ） 、 里 に 下 り 人 や 人 工 物 に も 馴 れ 農 作 物 に 多 大 な 被 害 を 及 ぼ し て い る

群 れ （ 以 下 、 猿 害 群 と 呼 ぶ ） 、 農 作 物 被 害 が 著 し く 銃 器 や 罠 に よ る 頻 繁 な 捕

殺 の 対 象 に な っ て い る 群 れ （ 以 下 、 駆 除 対 象 群 と 呼 ぶ ） の 遊 動 域 内 や そ の 周

辺 域 、 な い し か な り 隔 た っ た 市 街 地 等 で 、 オ ト ナ メ ス が 群 れ か ら 離 れ て 行

動 し て い る の が し ば し ば 目 撃 さ れ て き た 。

そ の よ う な メ ス の 目 撃 例 は 、1970 年 代 か ら80 年 代 に か け て は 、 餌 づ け

群 や 餌 づ け 放 棄 群 で か つ 猿 害 群 で あ る 群 れ の 遊 動 域 内 や 周 辺 域 で 多 か っ

た が 、90 年 代 以 降 は 猿 害 群 で あ り 駆 除 対 象 群 で あ る 群 れ の 周 辺 域 、 そ れ

も 市 街 地 や そ の 近 く で 多 く な っ た 。 時 期 は 主 に 交 尾 期 と そ の 前 後 で あ る 。

目 撃 さ れ た オ ト ナ メ ス は1 頭 だ け と は 限 ら ず 、 と き に2 頭 の こ と も あ る 。

ま た メ ス が ア カ ン ボ ウ や1 歳 の コ ド モ を 連 れ て い る こ と も あ る 。 オ ト ナ オ

ス や ワ カ モ ノ オ ス1 ～ 数 頭 と 行 動 を 共 に し て い る こ と も あ る 。

し か し 、 そ れ ら の メ ス す べ て が 本 稿 で 問 題 に す る メ ス の ハ ナ レ ザ ル （ 以

下 、 「 ハ ナ レ メ ス 」 と 呼 ぶ ） と い う わ け で は な い 。 こ こ で の 「 ハ ナ レ メ ス 」 と

は 、 一 定 期 間 群 れ と は 独 立 し て 行 動 し て い る メ ス の こ と で 、 そ れ と 、 ニ ホ

ン ザ ル で 普 通 に 見 ら れ る 交 尾 期 に 群 れ オ ス な い し 群 れ 外 オ ス と コ ン ソ ー

ト 関 係 に 入 っ て ご く 一 時 的 に 群 れ か ら 離 れ て 行 動 し て い る メ ス や 、 分 派 行

動 中 の メ ス 、 群 れ の 分 裂 直 後 に 分 裂 群 間 を 行 き 来 し て い る メ ス な ど と は 異

な る 。 そ し て 、 長 期 継 続 調 査 の さ れ て い る 群 れ の 、 そ の 中 で も と く に 個 体

識 別 が き ち ん と な さ れ て い る 群 れ の 遊 動 域 を 含 む 一 円 で そ の よ う な 状 態

で い る メ ス が 目 撃 さ れ た と き は 、 そ の メ ス が ハ ナ レ メ ス か 否 か の 判 別 が 可

能 だ が 、 そ う で な い 場 合 は 、 目 撃 後 の メ ス の 追 跡 が ほ と ん ど 不 可 能 な た め 、

判 別 は け っ し て 容 易 で は な い 。 市 街 地 に 突 然 出 現 し た メ ス に つ い て も そ う

で あ る 。
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2. 金 華 山B 2 群 で 観 察 さ れ た ハ ナ レ メ ス

コ ン ソ ー ト 関 係 に あ る メ ス と か 分 派 行 動 中 の メ ス な ど と は 異 な る ハ ナ

レ メ ス は 、 ど の よ う な い き さ つ で 群 れ を 離 れ て 独 自 に 行 動 す る よ う に な る

の か 。

金 華 山B 2 群 で 、3 年 連 続 し て 交 尾 期 に 起 こ っ た 群 れ の 崩 壊 時 に は 、 多

く の ハ ナ レ メ ス が 観 察 さ れ た （ 伊 沢 • 佐 藤 ，2004 ； 伊 沢 ほ か ，2008) 。 そ の

観 察 結 果 か ら は 、 メ ス は オ ス の よ う に 群 れ を 「 離 脱 」 す る の で は な く 、 主 に

群 れ 外 オ ス に よ っ て 群 れ か ら 否 応 な く 隔 離 さ れ て し ま う こ と が 明 ら か に

な っ た 。 そ し て 、 そ の 現 象 を ニ ホ ン ザ ル の オ ス で は ご く 一 般 的 な 群 れ か ら

の 離 脱 と は 区 別 す る た め に 、 メ ス の 「 離 隔 」 と 呼 ん だ （ 伊 沢 • 佐藤 ，2004) 。

さ ら に 、 ニ ホ ン ザ ル の 群 れ は 母 系 の 社会 で あ り 、 オ ス に と っ て 群 れ か ら 離

れ る の は 本 意 だ が 、 メ ス に と っ て は 不 本 意 で あ る と 結 論 し た （ 伊 沢 ，2009a) 。

3. ハ ナ レ メ ス の 群 れ加 入 に つ い て

メ ス は 群 れ か ら の 離 隔 後 、 ど の く ら い の 期 間 内 な ら 群 れ に 戻 る こ と が 可

能 な の か 。

ハ ナ レ メ ス を 連 日 個 体 追 跡 し て の 調 査 結 果 で な い か ら 確 か な こ と は い

え な い し 、 年 齢や 性格 を 含 め た 個 体 差 や 群 れ の サ ル た ち と の 関 係 に も よ る

だ ろ う が 、 金 華 山B2 群 の 群 れ 崩 壊 時 の 観 察 か ら は 、1~2 週 間 程 度 な ら 可

能 だ が 、1 ヶ 月 を 過 ぎ る と 困 難 に な る の で は な い か と 推 測 さ れ る 。 そ れ は 、

ニ ホ ン ザ ル の 群 れ 社 会 が 仲 間 意 識 と 頼 る 頼 ら れ る 関 係 を 基 盤 と し て 成 り

立 っ て い る こ と か ら （ 伊 沢 ，1982) 、1 ヶ 月 を 過 ぎ る と そ の 仲 間 意 識 が 希 薄

に な り 、 頼 る 頼 ら れ る 関 係 が 断 ち 切 れ て し ま う か ら だ と 考 え ら れ る 。

一 例 を 宮 崎 県 幸 島 の サ ル に 見 る こ と が で き る 。 幸 島 は サ ル 学 発 祥 の 地 と

し て 有 名 で 、 日 本 で 最 初 に 餌 づ け さ れ た 群 れ で あ る 。 そ の 群 れ に 餌 づ け 当

初 か ら 餌 場 で の 餌 を 巡 る メ ス 間 の 優 劣 関 係 に お い て 最 も 優 位 な 名 物 ザ ル

「 ウ ツ ボ 」 が い た 。 そ の 「 ウ ツ ボ 」 は ほ と ん ど 毎 年 ア カ ン ボ ウ を 産 む の だ が 、

ア カ ン ボ ウ は 生 後 す ぐ に 死 ん で し ま う と い う 状 態 が 続 い た 。 そ こ で1959

年 、 出 産 の 近 い 「 ウ ツ ボ 」 を 捕 獲 し 、 一 時 隔 離 し て オ リ で 飼 育 し 出 産 さ せ る

こ と に し た 。 出 産 は 成 功 し 、 捕 獲 し て か ら2 ヶ 月 余 り た っ た 後 Jl) 、 オ リ を
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餌 場 に 置 い て 群 れ の サ ル た ち と し ば ら く 顔 合 せ を し た 後 に 放 し た と こ ろ 、

メ ス た ち が 一 斉 に 「 ウ ツ ボ 」 を 攻 撃 し 、 「 ウ ツ ボ 」 は 岩 穴 に 逃 げ 込 ん で や っ と

の こ と 難 を 逃 れ た と い う （ 三 戸 ，1971) 。 そ し て 結 局 、 群 れ に は 戻 れず に 再

捕 獲 さ れ た と い う （ 京 都 大 学 霊 長 類研 究 所 教授 ・ 渡 辺 邦 夫 氏 の 私 信 ） 。

こ の 事 例 は 人 為 的 で あ り 、 か つ 群 れ が 餌 づ け 群 で あ る こ と も 十 分 考 慮 に

入 れ な け れ ば な ら な い が 、 群 れ に 戻 れ る 期 間 に 関 し て 一 つ の 目 安 に は な る

だ ろ う 。

金 華 山B2 群 で 、 群 れ か ら 離 隔 し た2 頭 の オ ト ナ メ ス が 、 ず っ とB 2 群

の 遊 動 域 や 周 辺 域 で 暮 ら し な が ら 、 結 局 群 れ に 戻 れ な か っ た の は （ 伊 沢 ，

2009b) 、 群 れ に 戻 れ る 一 定 期 間 を 過 ぎ て な お 群 れ か ら 離れ て 行 動 し て い た

た め と 考 え ら れ る 。

そ の よ う な 事 例 は ほ か に も あ る 。 福 岡 県 の 香 春 岳 に す む 群 れ （ 香 春 岳 群 ）

は1971 年 に 遊 動 域 を 大 幅 に 拡 大 し 、 猿 害 を 頻 発 さ せ る よ う に な っ た の だ

が 、 群 れ が 元 々 の 棲 み か の 香 春 岳 か ら 遠 く 離 れ て い た5 月 、 香 春 岳 の 神 宮

院 近 く で 、 妊 娠 中 の4 歳位 の メ ス を 発 見 。 そ の メ ス は6 月3 日 頃 に ア カ ン

ボ ウ を 出 産 し 、 そ の 後 は い つ も 神 宮 院 の 野 外 ケ ー ジ 周 辺 に い た 。 そ し て

10 月 に な り 群 れ が 神 宮 院 に 戻 っ て も 、 群 れ の サ ル た ち と は 近接 は す る の

だ が 、 け っ し て 群 れ と は 行 動 を 共 に し な か っ た と い う （ 熊 谷 ，1971) 。 幸 島

に 続 い て 日 本 で 二 番 目 に 餌 づ け さ れ た 大 分 県 高 崎 山 の 群 れ で も 、1971 年9

月 に 「 ギ ブ 」 と い うB 群 の20 歳 を 少 し 過 ぎ た メ ス が 、 群 れ か ら 離れ （ い つ か

ら か は 不 明 ・ 筆 者 註 ） ミ カ ン 畑 を う ろ つ い て い る と こ ろ を 捕 獲 さ れ た 。 そ の

メ ス は す ぐ に 群 れ に 戻 さ れ た が2 日 後 に い な く な り 、5 日 後 に ビ ワ 畑 に 現

れ た の で 再 捕 獲 さ れ た と い う （ 水 原 ，1971) 。 和 歌 山 県 勝 山 の 餌 づ け 群 で は

1971 年9 月 、23 歳 前 後 の メ ス 「 リ プ カ 」 が3 歳 の メ ス の 子 を 連 れ て 群 れ か

ら 離 れ 、10 月 に 群 れ に 戻 っ た が11 月 末 に は 再 び い な く な っ た と い う （ モ

ン キ ー 編 集 部 ，1972) 。

一 方 、 金 華 山B 2 群 の 同 様 の ワ カ モ ノ メ ス1 頭 （ 個 体 名 「 ヒ° コ 」 ） は 、2 年

近 く の 離 隔 後 （ 伊 沢 • 関 ，2009) 、 群 れ に 戻 っ た 。 「 ヒ° コ 」 が 群 れ に 戻 っ た い

き さ つ に つ い て は 関 ・ 伊 沢(2009) に 詳 し い が 、 要 点 を い え ば 、 「 ヒ° コ 」 が ず

っ と つ い て 行 く 行 動 を と っ て い た1 頭 の 群 れ 外 オ ス が 交 尾 期 後 半 にB2 群
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に 追 随 す る よ う に な り 、 そ の オ ス は 交 尾 期 が 終 わ っ て か ら も 冬 期 間 を 通 し

て 群 れ に 追 随 し 続 け た こ と で 、 「 ヒ° コ 」 はB 2 群 の サ ル た ち と 仲 間 意 識 を 成

立 さ せ る こ と が で き 、 頼 る 頼 ら れ る 関 係 を 確 立 で き た か ら で あ る 。

で は ハ ナ レ メ ス が 出 自 群 に 戻 る の で は な く 、 他 群 に 加 入 す る こ と は 可 能

な の だ ろ う か 。

金 華 山B 2 群 で3 年 連 続 し た 群 れ 崩 壊 時 に は 、1 頭 も 他 群 へ の 加 入 は 観

察 さ れ な か っ た （ 伊 沢 • 佐 藤 ，2004; 伊 沢 ほ か ，2008) 。 ま た 、2 年 近 く 独

自 に 行 動 し て い た2 頭 の メ ス グ ル ー プ も 、B 2 群 の 隣 接 群 で あ るD 群 やB

1 群 に 加 入 す る こ と な く 、 す で に 消 滅 し て い る も の と 推 定 さ れ た （ 伊 沢 ，

2009b) 。 そ れ ら の こ と か ら は 、 ハ ナ レ メ ス が 他 群 に 加 入 す る こ と は き わ め

て 困 難 だ と 考 え ら れ る 。 福 島 県 福 島 市 内 に オ ス と 共 に 現 れ た メ ス が 捕 獲 さ

れ 、 電 波 発 信 機 を 装 着 さ れ て 近 く の 山 に 放 さ れ た あ と 、20~30 群 の 遊 動

域 な い し そ の 近 く を2 ヶ 月 以 上 に わ た っ て 延 々 と 移 動 し て 行 き な が ら 、 結

局 ど の 群 れ に も 加 入 し な か っ た （ で き な か っ た ？ ） と い う 事 例 も （ 伊 沢 ，

2009a) 、 そ の 確 か な 証 拠 と い え る 。

註 ：2005 年 にNHK で 放 映 さ れ た 「 大 自 然 に 育 ま れ た 命 一 宮 崎 ・ 幸 島 の サ ル た ち を 見

つ め て 一 」 の 中 で 、 三 戸 サ ツ ェ 氏 は イ ン タ ピ ュ ー に 答 え て 、 群 れ か ら 隔 離 し て 自 宅

で 飼 育 し 、 無 事 出 産 さ せ た あ と 約 i ゲ 月 後 に 群 れ に 戻 し た と こ ろ 、 群 れ の サ ル た ち

か ら 総 す か ん を 食 っ て 群 れ に は 戻 れ な か っ た と 語 っ て い る 。 実 際 の 隔 離 期 間 が1 ヶ

月 な の か2 ヶ 月 な の か は 記 録 と し て 残 っ て い る は ず だ が 、 筆 者 は そ れ を ま だ 入 手 で

き て い な い 。

4. 屋 久 島 の 事 例 と の 比 較

金 華 山 と 同 じ 純 野 生 状 態 の 屋 久 島 の サ ル で は 、 ハ ナ レ メ ス の 観 察 事 例 が

三 つ あ る 。 最 初 は1989 年 にM 群 で 観 察 さ れ て い る(Takaha ta, e t . a l. ,

1994) 。

M 群 は1976 年 にKo 群 か ら 分 裂 し て 誕 生 し た 群 れ で 、1982 年 ま で は 個

体 数 を 増 加 さ せ た が 、1984 年 か ら1989 年 に か け て 減 少 さ せ て い っ た 。 そ

の 間 に メ ス が 次 々 に 消 失 し て い き 、 そ れ ら の メ ス は 死 亡 し た も の と 推 定 さ
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れ た 。 メ ス 消 失 の い き さ つ に 関 す る 記 録 が な い の は 残 念 だ が 、 こ の 現 象 は

金 華 山B 2 群 の 群 れ崩 壊 時 と 酷 似 す る 。

M群 の 遊 動 域 は 個 体 数 の 減 少 と と も に 縮 小 し 、 隣接3 群(H, T, P 群 ．

い ず れ もKo 群 が 分 裂 し た 際 の も う 片 方 のN 群 が さ ら に 分 裂 し て 誕 生 し

た 群 れ ） の う ち の 一 つ 、H 群 が そ の 地 域 へ 遊 動 域 を 拡 大 し た 。 そ し て1989

年 交 尾 期 の10 月27 日 に は 、M群 は オ ト ナ オ ス1 頭 、 オ ト ナ メ ス1 頭 と そ

の コ ド モ （ メ ス ） だ け に な り 、 そ の 後 オ ス はT 群 に 追 随 。 メ ス は 隣接 群 （ 複

数 ） の オ ス た ち と 交 尾。11 月17 日 に はH 群 の 中 に い て 、12 月9 日 ま でH

群 の オ ス た ち と5 回 交 尾 し た が 、H 群 の メ ス と の グ ル ー ミ ン グ は 全 く 観 察

さ れ な か っ た 。 し か し 、 以 後 ず っ と コ ド モ と 共 にH群 に 留 ま っ た(1991 年

8 月 ま で の 調 査 ） 。H 群 に 加 入 し た 後 、 こ の メ ス は 出 産 し て い な い 。

こ の 事 例 を 著 者 ら は 二 つ の 群 れ の 合 体 ( fus ion) と 捉 え て い る が 、 む し ろ

子 連 れ ハ ナ レ メ ス の 他 群 へ の 加 入 と 単 純 に 理 解 し た 方 が 良 い の で は な い

か。 そ う す る と 、 先 に ハ ナ レ メ ス の 他 群加 入 は き わ め て 困 難 だ と し た 筆 者

の 結 論 へ の 反 証 に な る が 、 こ の 点 に つ い て は残 り 二 つ の 事 例 を 含 め て 後 に

考 察 す る 。

第 二 の 事例 は1992 年11 月 か ら1993 年3 月 の 間 に 起 こ っ た 出 来 事 で あ

る(Su g iura, e t . a l. , 2002) 。 各 群 れ の 由 来 を 分 か り やす く 図1 に 示 し た が 、

P 群 は1990 年 頃 か ら 事 例l のM群 と 同 様 に 個 体 数 を 減 少 さ せ て い っ た 。

そ し て1992 年11 月 に は オ ト ナ オ ス1 頭 、 オ ト ナ メ ス2 頭 だ け に な り 、 メ

ス1 頭 は 以 後 消 失 、1993 年3 月 に は も う1 頭 の メ ス が 隣接 す るS 群 で 発

見 さ れ た （ 当 時8 歳 ） 。S 群 は 突 然 調 査 地 域 に 出 現 し た 群 れ で 、1992 年 に

人 づ け(hab i tua t ion) が で き た が 、 由 来 は 不 明 で あ る 。

Ko-c :エ ： -c :
-- s

図l ． 屋 久 島 の 群 れ の 分 裂(Takaha ta, e t . a l. , 1994 の 原 図 を 簡 略 化 ）
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第 三 の 事 例(Su g i ura, e t. a l. , 2002) はT 群 （ 図1 参 照 ） の メ ス で 、 こ の 群

れ は1986 年 か ら 個 体 数 を 減 少 さ せ て い っ た 。 そ し て 、1993 年2 月 に は オ

ト ナ メ ス2 頭 と4 歳 の メ ス （ 個 体 名 「Toya 」 ) だ け に な っ た 。 以 後 オ ト ナ メ ス

2 頭 は 一 度 も 目 整 さ れ ず 行 方 不 明 （ 消 失 ） 。 一 方 「Toya」(5 歳 ） は1993 年8

月 にS 群 で 確認 さ れ た が 、 同 年5 月 ま で はS 群 に い な か っ た の で 、 群 れ加

入 は6 月 か ら8 月 の 間 で あ る 。 こ の 事 例 は 金 華 山B 2 群 の ワ カ モ ノ メ ス 「 ヒ°

コ 」 の 事 例 （ 関 ・ 伊 沢 ，2009) に 類 似 し て い る 。 し か し 、S 群 は 翌1994 年 か

ら 翌 々 年 に か け て 急 速 に 個 体 数 を 減 少 さ せ 、1995 年8 月 に は オ ト ナ メ ス1

頭 、 「Toya 」 、 コ ド モ オ ス1 頭 、 オ ト ナ オ ス2 頭 だ け に な り 、 そ れ を 最 後 に

こ の5 頭 は 隣接3 群 の ど の 群 れ に も 加 入 す る こ と な く 行 方 が 知 れ ず 、S 群

は そ の 段 階 で 消 滅 し た 。

こ れ ら 第 二 、 第 三 の 事 例 に お け る 群 れ の 個 体 数 の 急速 な 減 少 も 、 第 一 の

事 例 と 同 じ く 金 華 山B2 群 の 群 れ崩 壊 時 に 酷似 す る 。 そ し て 、 著 者 ら は 第

二 、 第 三 の 事 例 を 第 一 の 事 例 と 同 じ く 二 つ の 群 れ の 合 体 ( fus ion) と 捉 え て

い る が 、 両 者 と も 第 一 の 事 例 に つ い て 述 べ た と 同 様 に 、 メ ス の 他 群 へ の 加

入 と 理 解 し た 方 が 良 い だ ろ う 。

と こ ろ で 、 メ ス の 他 群 加 入 に つ い て だ が 、 三 つ の 事例 で 共 通 し て い る の

は 、 ① 群 れ が 消 滅 し た こ と で 残 さ れ た メ ス が ハ ナ レ メ ス に な っ た こ と 、 ②

そ の ハ ナ レ メ ス は 群 れ の 元 々 の 遊 動 域 内 に 留 ま っ て い た こ と 、 ③ そ の 遊 動

域 は 群 れ 消 滅 後 、 ハ ナ レ メ ス が 加 入 し た 他 群 の 遊動 域 に 組 み 込 ま れ た こ と 、

④ ど の よ う な い き さ つ を 経 て 他 群 に 加 入 で き た の か に つ い て は 不 明 な こ

と 、 で あ る 。

こ こ で 問 題 に な る の が 金 華 山 と 屋 久 島 で は オ ス の 存 在 様 式 が 異 な る と

い う 点 で あ る 。 屋 久 島 で は 群 れ の オ ト ナ メ ス の 数 に 対す る オ ト ナ オ ス の 数

の 割 合 が 普 通 は0. 78 で あ る の に 、 群 れ が 消 滅 し て い く 時 期 に は 1. 00 に な

っ た と い う(Sug iura, e t . a l. , 2002) 。 一 方 金 華 山 で は 、 毎 年 交 尾 期 の11

月 下 旬 と 非 交 尾 期 の3 月 下 旬 に 島 に い る サ ル の 個 体 数 を 調 べ る 一 斉 調 査

を 実 施 し て い る が 、2003 年 か ら2008 年 ま で の6 年 間 、 計12 回 の 一 斉 調

査 の デ ー タ を 集 計 す る と 、 島 全 体 で は0.92 と な り 、 そ れ ぞ れ に ワ カ モ ノ

(5~6 歳 ） を 加 え る と 1. 00 に な る 。 ま た 、 群 れ オ ス だ け を と る と0. 29 、 群
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れ オ ス に 追 随 オ ス を 加 え る と0. 66 、 交 尾 期 に 限 っ て オ ト ナ メ ス の 数 に 対

す る 群 れ オ ス と 追 随 オ ス の 数 を と る と0. 75 に な る 。 す な わ ち 、 屋 久 島 の

群 れ オ ス の 割 合 は 、 金 華 山 で は 群 れ 外 オ ス が 群 れ に 追 随 す る こ と の 多 い 交

尾 期 の 、 群 れ オ ス に 追 随 オ ス を 加 え た 割 合 と ほ ぼ 同 じ （ 屋 久 島 が0. 78 、 金

華 山 が0. 75) と い う こ と で 、 屋 久 島 で は そ れ だ け 群 れ に 常 時 オ ス が 沢 山 い

る と い う こ と で あ る 。 そ う す る と 、 群 れ が 消 滅 し た あ と 遊 動 域 に 留 ま っ た

（ 取 り 残 さ れ た ？ ） ハ ナ レ メ ス は 、 そ こ に 進 出 し て き た 他 群 の 群 れ オ ス と 否

応 な く 接 近 や 接 触 す る 機 会 が 多 く な り 、 沢 山 い る 群 れ オ ス の1～ 数 頭 （ お

そ ら く はa-male や13 -male と 一 般 に は 呼 ば れ る 群 れ の 主 だ っ た オ ス と

は 異 な る オ ス な い し オ ス た ち と 思 わ れ る ） と 性 交 渉 を 通 し て 親 密 に な り

（ 第 一 と 第 二 の 事 例 が こ れ に 当 て は ま る と 考 え ら れ る ） 、 交 尾 期 が 終 っ た 以

降 も そ の オ ス （ な い し オ ス た ち ） に ず っ と つ い て 行 く と い う 行 動 を と る こ

と で 親 密 さ が 増 せ ば （ 第 三 の 事 例 が こ れ に 当 て は ま る と 考 え ら れ る ） 、 そ の

オ ス は 常 時 群 れ の 広 が り の 端 の 方 に い て 群 れ と 行 動 を 共 に し て い る わ け

だ か ら 、 ハ ナ レ メ ス も や が て 群 れ の メ ス た ち と の 間 に 仲 間 意 識 が 生 ま れ 、

頼 る 頼 ら れ る 関 係 が 成 立 し 、 群 れ の 一 員 に な る こ と が で き る だ ろ う こ と は 、

金 華 山B 2 群 の 「 ヒ° コ 」 の 事 例 （ 関 ・ 伊 沢 ，2009) か ら 十 分 に 推 測 さ れ る こ と

で あ る 。

し か し 、 そ れ は あ く ま で も ま れ な ケ ー ス で あ り 、 多 く の ハ ナ レ メ ス は 交

尾 期 に 発 情 す れ ば 、 性 的 に 興 奮 し た 多 く の 群 れ 外 オ ス や 群 れ オ ス の 性 的 攻

撃 の 対 象 と な り 、 結 果 と し て 命 を 落 と す こ と は 、 屋 久 島 の 三 つ の 事 例 の 群

れ 消 城 時 い ず れ で も 、 多 く の メ ス が 消 失 し て い る こ と か ら 明 ら か で あ る 。

結 論 的 に い え ば 、 屋 久 島 の ハ ナ レ メ ス の 他 群 加 入 は 、 第 一 と 第 二 の 事 例

に つ い て は 、 屋 久 島 の 群 れ が 本 土 の 群 れ と 違 っ て 群 れ オ ス の 数 が 多 い こ と

と 、 発 情 期 に 群 れ 外 オ ス で な く 数 の 多 い 群 れ オ ス た ち と 性 交 渉 を 通 し て た

ま た ま 親 密 に な れ た こ と に よ る ま れ な ケ ー ス で あ り 、 第 三 の 事 例 は 金 華 山

B 渭 の 「 ヒ° コ 」 の 事 例 と 同 様 の ケ ー ス と 考 え る こ と が で き る 。 「 ヒ° コ 」 の 場

合 は 、 「 ヒ° コ 」 が 追 随 し て い た オ ス が た ま た まB 2 群 ！ こ 長 期 間 追 随 で き た こ

と で 出 自 群 に 戻 る こ と が で き た わ け で 、 そ の オ ス が 他 の5 群 の い ず れ か に

追 随 し 続 け れ ば 、 「 ヒ° コ 」 は 他 群 に 加 入 す る こ と に な っ た と 考 え ら れ る か ら
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で あ る 。

5. 他 地 域 の 事 例 と の 比 較

屋 久 島 の ほ か に 、 本 稿 で 問 題 に し て い る よ う な ハ ナ レ メ ス に 関 し て 、 追

跡 調 査 が な さ れ て い て 論 文 等 と し て も 公 表 さ れ て い る 代 表 的 な も の に 、 杉

山 幸 丸 ・ 大 沢 秀 行 に よ る 三 重 県 笠 仙 山 の ハ ナ レ メ ス （ 杉 山 ・ 大 沢 ，1974 ;

Su g i yama and Ohsawa, 1982 な ど ） と 福 田 史 夫 に よ る 神 奈 川 県 箱 根 の ハ ナ

レ メ ス （ 福 田 ，1983, 1992 ; Fukuda, 1998, 2004 な ど ） が あ る 。

1) 霊 仙 山 の ハ ナ レ メ ス

こ の 群 れ(A 群 ） は1965 年12 月 に 餌 づ け さ れ た が 、 そ の 後 人 馴 れ し 個 体

数 が 増 え 農 作 物 被 害 を 頻 発 さ せ る よ う に な っ た こ と で 、1973 年8 月 に 餌

づ け が 中 止 さ れ た 。 そ し て 、 直 後 の1974 年 の 早 い 時 期 に 群 れ は 二 つ に 分

裂 し た(P 群 とS 群 ） 。 分 裂 群 の う ち 霊 仙 山 の よ り 標 高 の 低 い 一 帯 を 遊 動 域

に し たP 群 は 、 以 後 も 農 作 物 に 多 大 な 被 害 を 与 え 続 け た た め 、1977 年11

月 に 群 れ の 個 体 数 の 半 数 以 上 に あ た る30 頭 が 捕 獲 さ れ 、 翌 年 の5 月 か ら

6 月 に か け て 二 つ に 分 裂 し た(P) 群 と p 2 群 ） 。 さ ら に そ の 翌 年 (1979 年 ）4

月 に は p 2 群 が 二 つ に 分 裂 し た ( p 2 群 と p 3 群 ） 。 こ れ ら 全 期 間 を 通 し て 、

農 作 物 被 害 防 除 の た め に 駆 除 さ れ た サ ル が い た か ど う か 論 文 か ら は わ か

ら な い 。 な お 、 杉 山 ・ 大 沢 の 調 査 期 間 は1969 年 か ら1978 年 で あ る 。

そ し て 、 調 査 期 間 中 に5 歳 以 上 の メ ス が22 頭(14 例 ） 群 れ か ら 離 れ た が 、

そ の う ち 多 く の メ ス が 群 れ の 遊 動 域 内 や そ の 近 く で 発 見 さ れ 、 群 れ に 戻 っ

た 例 で は 、 群 れ の サ ル か ら 離 れ る 前 と 同 様 に 攻 撃 さ れ る こ と も な く 受 け 入

れ ら れ た 。 ま た 群 れ か ら 離 れ る メ ス の 数 の 割 合 は 、 年 ご と の 群 れ の メ ス の

数 の9.48 パ ー セ ン ト と い う 高 い 数 値 に な っ た 。

こ の 数 の 多 さ か ら 、Sug i yama and Ohsawa(1982) は オ ス の み な ら ず メ ス

が 群 れ か ら 離 れ る の も ニ ホ ン ザ ル 群 れ 社 会 の あ り よ う の 一 つ だ と い う が 、

調 査 対 象 群 は 概 略 を 上 記 し た よ う に 、 餌 づ け に 関 わ る 諸 々 の 影 響 や 、 給 餌

最 の 月 ご と の 変 化 や 年 ご と の 変 化 の 影 響 、 農 作 物 被 害 対 策 と し て 地 元 の

人 々 が 用 い た で あ ろ う さ ま ざ ま な 防 除 手 段 の 影 響 、 突 然 の 餌 づ け 中 止 に よ

る 影 響 な ど 、 人 為 に よ る 強 い 撹 乱 を ず っ と 受 け 続 け て き た 群 れ で あ る こ と
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を 十 分 考 慮 に 入 れ な け れ ば な ら な い だ ろ う 。

筆 者 は そ の よ う な 人 為 的 影 響 を 受 け て い な い か 受 け て い て も 僅 か な 野

生 群 を 、 青 森 県 下 北 半 島 西 部 地 域 や 宮 城 県 奥 羽 山 系 、 宮 城 県 金 華 山 、 石川

県 白 山 北 部 山 域 の 広 大 な 地 域 で 長 期 に わ た っ て 調 査 を 継 続 し て き た 。 そ の

い ず れ の 地 域 も 落 葉 樹 林 帯 で あ り 積 雪 地 域 で あ っ て 、 冬 期 間 の 見 通 し の 良

さ は 抜 群 で あ る 。 に も か か わ ら ず ハ ナ レ メ ス を 、 金 華 山B 2 群 の 崩 壊 と い

う 特殊 な 状 況 下 以 外 に は た っ た の1 頭 も 観 察 し て い な い （ 伊 沢 ，2009a) 。

同 様 に 屋 久 島 の 野 生 群 で も 、 前 項 で 見 た よ う な 群 れ の 消 滅 時 以 外 に は 観 察

さ れ て い な い 。

と い う こ と は 、 霊 仙 山 の ハ ナ レ メ ス は 、 強 い 人 為 的 影 響 下 で 起 こ っ た 特

殊 な 事 例 と 理解す べ き だ ろ う 。 そ の 影 響 に 関 す る 考 察 は 後 述 す る 。

2) 箱 根 の ハ ナ レ メ ス

箱 根 に は1966 年 当 時2 群(T 群 とP 群 ） い て 、T 群 は1956 年 に 、P 群 は

1964 年 に 餌 づ け さ れ た 。 両 群 の 餌 場 は2 キ ロ メ ー ト ル ほ ど し か 隔 た っ て

い な い し 、 遊 動 域 は た が い に 大 幅 に 重 複 し て い る 。 し た が っ て 、 私 見 だ が

餌 づ け 直 後 に 群 れ が 分 裂 す る こ と は 石 川 県 白 山 の カ ム リ の 群 れ （ 伊 沢 ，

1982) 等 で 知 ら れ て い る か ら 、P 群 はT 群 の 分 裂 群 で あ る 可 能 性 が 考 え ら

れ る 。 そ の 後T 群 は1974 年 に 給 餌 盤 が 大 幅 に 減 ら さ れ 、1978 年 に 餌 づ け

が 中 止 さ れ た が 、 そ の 間 の1976 年 にNa 群 とD s 群 と い う2 群 がT 群 か

ら 分 裂 し て 誕 生 し た 。 ま た 、1969 年 に はT 群 の 遊 動 域 の 北 方 でS 群 が 発

見 さ れ る が 、 こ れ も 私 見 だ が 、a -ma 1 e が タ イ ワ ン ザル で あ っ た こ と や 、

そ れ ま で 年 々 急 増 し て い た 個 体 数 に こ の 年 は 変 化 が 見 ら れ て い な い こ と

か ら 、T群 の 個 体 数 が 増 加 し た 分 に 見 合 う 数 がS 群 と し て 分 裂 し た 可 能 性

が あ る の で は な い か 。 そ のS 群 も 猿 害 を 頻 発 さ せ 、 冬 期 間 は 地 元 の 人 が 給

餌 し て い た 。 一 方 、P 群 は1967 年 に3 頭 の メ ス が 離れ 、 そ の メ ス を 中 心

にH 群 が 形 成 さ れ た 。P 群 の 餌 づ け は1974 年9 月 に 中 止 さ れ 、2 ヵ 月 後

に は 二 つ に 分 裂 し た ( p I 群 ， p 2 群 ） 。

以 上 の 沢 山 の 群 れ を 筆 者 な り に 分 か り や す く 整 理 し た の が 図l で あ る 。

こ れ ら 箱 根 の 群 れ は 餌 づ け 当 初 か ら 田 畑 や ミ カ ン 等 の 果 樹 園 へ の 被 害 を

頻 発 さ せ て い て 、 年 ご と に そ の 被 害 は 増 大 し て い た 。 箱 根 は 日 本 有 数 の 観
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光 地 で あ り 、 年 間 に 訪 れ る 多 く の 観 光 客 が 道 路 に 出 て き た サ ル に 餌 を 与 え

た 。 極 度 の 人 馴 れ に よ る 人 へ の 危 害 や 人 家 へ の 侵 入 な ど の 被 害 も 年 々 多 発

す る よ う に な っ て い っ た 。 そ の よ う な 中 で 、 サ ル の 駆 除 は 行 わ れ て い た の

か 、 も し そ う な ら 性 別 ・ 年 齢 別 に 何 頭 が い つ ど の よ う な 方 法 で 駆 除 さ れ た

の か に つ い て 論 文 で は 明 ら か に さ れ て い な い が 、 お そ ら く か な り の 数 に の

ぼ る の で は な い か 。 な お 福 田 の 調 査 期 間 は こ の う ち1966 年 か ら1979 年 ま

で で あ る 。
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図2 ． 箱 根 の 群 れ の 由 来 を 整 理 し た も の （ 点 線 は あ く ま で も 筆 者 の 推 測 ）

そ し て 、1972 年4 月 か ら1979 年3 月 の 調 査 期 間 中 で は 、T 群 の5 歳 以

上 の メ ス58 頭 中17 頭 が 消 失 し 、18 頭 が 群 れ を 離 れ た あ と 調 査 地 内 で 発

見 さ れ た 。 し た が っ て 、 メ ス の60.3 パ ー セ ン ト が 群 れ か ら 消 失 な い し 群

れ か ら 離 れ た こ と に な り 、 そ の 時 期 は 交 尾 期 が83.3 バ ー セ ン ト を 占 め た 。

群 れ を 離 れ る メ ス に 年 齢 に よ る 偏 り は な い 。 ま た 、 群 れ か ら 離 れ た メ ス の

う ち6 頭 に よ っ てD s 群 、2 頭 と 出 自 群 不 明 の メ ス2 頭 に よ っ てNa 群 の

二 つ の 新 群 が 形 成 さ れ た （ 群 れ 名 は 図2 を 参 照 ） 。

以 上 の こ と か ら 福 田(1983) は 、 群 れ か ら 離 れ る メ ス ( “ メ ス の 離 脱 者 '’

と 彼 は 表 現 ） は 、 群 れ を 離 脱 す る オ ス ( ‘‘ オ ス の 離 脱 者 ’' ) と 同 じ く 、 ニ ホ

ン ザ ル 社 会 を 支 え る 余 剰 個 体 な い し パ イ オ ニ ア と し て 考 え ら れ 、 そ う い っ

た オ ス や メ ス は ニ ホ ン ザ ル の 分 布 域 拡 大 に 大 き く 寄 与 し て い る と 結 論 づ

け て い る 。

し か し 、 箱 根 の サ ル は 上 述 し た 概 略 の 状 況 か ら も わ か る よ う に 、 霊 仙 山
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の サ ル 以 上 に 長 年 に わ た り 人 為 に よ っ て 撹 乱 さ れ 翻 弄 さ れ 続 け た 群 れ で

あ る こ と は 間 違 い な く 、 そ れ に 対 す る 十 分 過 ぎ る 配 慮 が な せ れ ず し て 、 数

量 的 デ ー タ の み で ニ ホ ン ザ ル の 群 れ 社 会 の あ り 方 へ の 一 般 化 は 重 大 な 危

険 を 卒 ん で い る と い え る だ ろ う 。

例 え ば 、 福 田(1983) はT 群 へ の 給 餌 量 の 変 化 を 年 ご と の1 頭 あ た り の 給

餌 量 の 変 化 に 換 算 し 直 し て 一 覧 表 に 示 し て い る が 、 餌 場 で の 給 餌 最 の 多 少

が サ ル に 与 え る 影 響 は 、1 頭 あ た り の 平 均 値 で は と う て い 推 し 最 る こ と が

で き な い 。 筆 者 は 石 川 県 白 山 北 部 地 域 で 継続 し て い た 冬 期 調 査 に お い て 、

当 時 そ の 地 域 で 餌 づ け さ れ て い た 群 れ を 管 理 し て い た 吉 野 谷 村 か ら 、 村所

有 の 小 学 校 の 夏 期 分 教 場 を 冬 期 間 の 調 査 基 地 と し て 借 用 す る 交 換 条 件 と

し て 、 餌 づ け 群 へ の 日 々 の 給 餌 を 依 頼 さ れ て い た 。 そ し て 、 そ の 際 に 、 給

餌 量 と 群 れ 社会 の あ り 方 に 関 す る 偶 然 の 観 察 を す る こ と が で き た 。

そ の 観 察 と は 以 下 の よ う な も の で あ る 。 広 い 雪原 の 中 央 部 の 雪 を 踏 み 固

め て 作 っ た 餌 場 に 、 十 分 な 餌 を 撒 い て 、 群 れ が 飽食 し 引 き 上 げ た あ と 、 餌

場 の 周 辺 でず っ と 待 ち 続 け て い た オ ス た ち に も 餌 を 与 え る と 、 そ の オ ス た

ち は 毎 日 群 れ と 一 緒 に 餌 場 に 出 て 来 て そ の よ う な 行 動 を と る 。 そ れ が 餌 場

に 一 回 餌 を 撒 い た だ け で 追 加 投 与 し な い と 、2 日 目 に オ ス の 数 が 減 り 、3

日 目 な い し4 日 目 に は 餌 場 に 出 て 来 る そ の よ う な オ ス は 皆 無 に な っ て し

ま っ た 。 そ の オ ス た ち は 泊 ま り 場 は 群 れ と 一 緒 だ が 、 群 れ が 泊 ま り 場 か ら

餌 場 に 向 か う と 、 自 然 の 食 物 が そ の 時 一 番 豊 か に あ る 場所 へ 向 か っ て 勝 手

に 移 動 し 、 そ の あ と 遊 動 域 内 を 採 食 移 動 し な が ら 、 餌 場 か ら 引 き 上 げ て 来

る 群 れ と 合 流 す る の が 常 だ っ た 。 餌 場 で 待 っ て い て も 食 い 逸 れ る わ け だ か

ら 、 オ ス た ち の こ の 行 動 は し ご く 当 然 の こ と で あ る 。

ま た 、 餌 場 で の 給 餌 董 を 半 分 ほ ど に 減 ら す と 、 餌 場 に 出 て 来 る 主 に メ ス

た ち の 間 の テ ン シ ョ ン が 著 し く 高 ま り 、 喧 嘩 が 頻発 す る よ う に な っ た 。 そ

し て 数 日 後 に は 、 餌 場 の 餌 を 巡 る 優 劣 関 係 で 弱 い メ ス た ち が 餌 場 に 出 て 来

な く な り 、 上 述 し た オ ス た ち と 同 じ よ う な 行 動 を と る よ う に な っ た 。 餌 が

食 べ ら れ な い か ら で あ る 。 ま た 、 優 劣 関 係 で け っ し て 下 位 で は な い メ ス が

単 独 で 、 な い し メ ス の 血 縁個 体 が ひ と ま と ま り に な っ て 同 様 の 行 動 を と る

こ と も あ っ た 。 餌 場 で 高 ま っ た 著 し い 個 体 間 の テ ン シ ョ ン を 避 け た か っ た
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の だ ろ う と 推 測 さ れ る 。

さ ら に 給 餌 量 を 少 な く し て い く と 、 餌 づ け 群 の 遊 動 域 内 に1~2 頭 の メ

ス やl~2 家 系 集 団 や 家 系 が 入 り 混 じ っ た 小 集 団 な ど が 点 々 と み ら れ 、 そ

れ ら に 上 述 し た オ ス た ち が 加 わ っ て い た り も し た 。 す な わ ち 、 群 れ の サ ル

た ち が バ ラ バ ラ に な っ た 状 態 が 日 々 観 察 さ れ る よ う に な っ た の で あ る 。 も

ち ろ ん 、 そ れ ら 小 集 団 は く つ つ い た り 離 れ た り を 日 常 的 に 繰 り 返 す し 、 不

定 期 に1 ～ 数 頭 の メ ス が 突 然 餌 場 に 現 れ た り も す る 。Fukuda(2004) は 、T

群 は ご く 普 通 に 離 合 集 散 を 行 う ( f iss ion-fus ion hab i tuall y ) 群 れ だ と 述

べ て い る が 、 筆 者 は こ の よ う に 餌 場 で の 給 餌 量 を 筆 者 の 意 の 赴 く ま ま に コ

ン ト ロ ー ル す る こ と で 、T 群 と 同 じ 状 況 を 作 り 出 す こ と が で き た の で あ る 。

一 方 で 、 筆 者 が 当 時 調 査 の 主 対 象 に し て い た 同 じ 地 域 に 生 息 す る 餌 づ け さ

れ て い な い 野 生 の3 群 で は 、 群 れ は 常 に コ ン パ ク ト な ま と ま り を 維 持 し て

い て 、 群 れ の 全 頭 数 を 把 握 す る た め に 行 う 行 列 時 の カ ウ ン ト も 実 に 容 易 で

あ り 、 何 回 カ ウ ン ト し て も 数 に 追 随 オ ス の1 ～ 数 頭 の 違 い が あ る だ け だ っ

た 。 も ち ろ ん 、 そ れ ら の 群 れ の 遊 動 域 内 で ハ ナ レ メ ス は 全 く 目 撃 さ れ な か

っ た 。

こ の 偶 然 に 得 ら れ た 観 察 か ら い え る こ と は 、 霊 仙 山 や 箱 根 の サ ル に 対 す

る 上 述 し た さ ま ざ ま な 人 為 的 影 響 の う ち の た っ た 一 つ 、 餌 場 で の 給 餌 量 を

人 為 的 に 変 化 さ せ る と い う こ と だ け を 取 っ て 見 て も 、 群 れ の ま と ま り の あ

り 方 を 大 き く 変 化 さ せ て し ま う と い う こ と で あ る 。 し た が っ て 、 霊 仙 山 や

箱 根 の サ ル に 限 ら ず 、 人 為 的 な 影 響 が と く に 強 い 群 れ の 調 査 に お い て は 、

そ の 影 響 を 十 二 分 に 勘 酌 し な い で 数 量 の み を 提 示 し て も 、 ハ ナ レ メ ス に つ

い て の み な ら ず 、 ニ ホ ン ザ ル と い う 一 生 物 の 生 き 方 の 本 質 に 迫 る こ と は と

う て い 不 可 能 で 、 逆 に そ の 姿 を 歪 め て し ま う 危 険 性 の 方 が は る か に 大 き い

と い え る だ ろ う 。

Fukuda (1998) は 給 餌 量 の 変 化 か ら み た 個 体 数 の 変 動 要 因 (popula t ion

parame ters) や 個 体 の 分 散(d ispersal) に 関 す る 検 討 を 行 っ て い る 。 し か し 、

本 稿 で 問 題 に し て い る よ う な 個 体 間 の 社 会 的 交 渉 や 群 れ の 社 会 構 造 に 与

え る 驚 く よ う な 影 響 を 深 く は 問 う て い な い 。 そ の よ う な 観 点 に 関 し て は 、

筆 者 は す で に い く つ か 具 体 的 な 考 察 を 行 っ て い る の で （ 伊 沢 ，2009a) 、 こ
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こ で は 触 れ な い 。

6. ハ ナ レ メ ス に つ い て の ま と め

ハ ナ レ メ ス に つ い て 結 論 を い え ば 、 伊 谷(1972) が い う よ う に ニ ホ ン ザ ル

は あ く ま で も 母 系 の 社 会 で あ り 、 オ ス は 群 れ を 離 れ メ ス は 群 れ に 残 る の が

群 れ の あ り 方 の 本 質 で あ る 。 そ し て 杉 山 ・ 大 沢(1974) が い う よ う な 、 む や

み に 開 放 的 な 群 れ 構 造 を し て い る わ け で は け っ し て な い 。 し た が っ て ハ ナ

レ メ ス は 、 自 然 状 態 で 暮 ら す 野 生 群 で は 、 群 れ の 崩 壊 や 消 滅 と い っ た ご く

ま れ に し か 起 こ ら な い 特 殊 な 状 況 下 の み で 見 ら れ る わ け で あ る 。 一 方 、 人

為 的 影 薯 を 極 度 に 受 け た 群 れ で は 、 人 為 に よ っ て 群 れ の ま と ま り が ひ ど く

撹 乱 さ れ 、 そ の 結 果 オ ス も メ ス も バ ラ バ ラ に な り 、 い く つ も の 小 集 団 に わ

かれ る よ う に な る と い う 意 味 で ハ ナ レ メ ス が 数 多 く 誕 生 し 、 そ れ ら が 離 合

集 散 す る と い う こ と に も な る 。 い か に 楽 を し て 美 味 い も の を 食 べ る か が サ

ル の 生 き 方 の 基 本 に あ る 以 上 （ 伊 沢 ，1982) 、 そ れ は 当 然 す ぎ る ほ ど 当 然 の

こ と で あ る 。

も う 一 つ 断 っ て お か な け れ ば な ら な い の は 、 サ ル は 群 れ る と い う 習 性 を

も っ と い う 点 で あ る 。 そ れ を 裏 返 し に 俗 っ ぽ く い え ば 、 基 本 的 に は い つ も

1 頭 で 暮 ら す ニ ホ ン カ モ シ カ な ど と 違 っ て サ ル は “ 寂 し が り 屋 ” だ と い う

こ と に な る 。 先 に 述 べ た よ う に 、 筆 者 は 下 北 半 島 や 奥 羽 山 系 、 白 山 等 の 多

雪 地 帯 で 冬 期 間 に 長 期 調 査 を 繰 り 返 し て き た が 、 冬 場 に ハ ナ レ オ ス や オ ス

グ ル ー プ を 発 見 す る の は き ま っ て 群 れ の い る 近 く で あ り 、 そ れ ら の も の と

判 断 さ れ る 雪 上 の 足 跡 も 群 れ の い る 所 か ら 隔 っ た 地 域 で は こ れ ま で 一 度

た り と も 目 撃 し て い な い 。 性 的 興 奮 状 態 に あ り 逆 上 せ 上 が っ た 秋 の 交 尾 期

の ハ ナ レ オ ス が 群 れ の 生 息 地 か ら 遠 く 離 れ た 地 域 ま で1 頭 だ け で と き に

大 移 動 す る こ と は よ く 知 ら れ て い る が 、 普 通 の 生 理 状 態 で い る そ う で な い

季 節 の オ ス は 、 と く に 荒 涼 と し た 積 雪 地 域 の 冬 場 に は 、 や は り ハ ナ レ オ ス

や 数 頭 の オ ス グ ル ー プ だ け で い る の は 寂 し く て 耐 え 難 く 、 結 果 と し て 群 れ

の 気 配 が 常 に 感 じ ら れ る 地 域 に 留 ま り 続 け る の だ ろ う と 思 わ れ る 。

だ と す る と 、 血 縁 に よ る 繋 が り を 基 盤 に た が い に 寄 り 添 っ て 日 常 生 活 を

送 っ て い る 母 系 社 会 の ニ ホ ン ザ ル の メ ス が 、 ど う し て 好 き 好 ん で （ 自 ら の
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意 志 で ）1 頭 と か2 頭 で 群 れ か ら 離 れ て 生 活 す る こ と を 選 ん だ り す る の だ

ろ う 。 そ う な る の は 、 金 華 山 や屋 久 島 の 事 例 の よ う に 自 然 状 態 で は 群れ に

き わ め て 特 殊 な 状 態 が 生 じ た こ と に よ る 止 む を 得 な い 事 情 で の 「 離 隔 」 で

あ り 、 一 方 、 人 為 に よ っ て 撹 乱 さ れ た 群 れ で は 、 無 分 別 な 人 間 の 身勝 手 な

行 為 で そ う せ ざ る を 得 な い 止 む に 止 ま れ ぬ 状 況 が 個 々 の メ ス に 生 じ た 結

果 で あ る こ と は 想 像 す る に 難 く な い 。
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